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4月15日(金)に授業参観を行いました。お忙しい中、保護者の皆さまには参観いた

だきありがとうございます。新型コロナウイルス感染症対策のため、一家庭につき二

人までと人数を限定し、ソーシャルディスタンスを確保しながらの参観でしたが、お

子様の様子はいかがだったでしょうか。今後も県内・市内の感染状況を鑑みながら、

できる限り家庭や地域の皆さまに子どもたちの様子を見ていただく機会を確保して

いきたいと考えています。状況に応じて、実施方法の工夫や必要な感染防止対策を講

じて参りますのでご理解・ご協力いただきますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月13日(水)の全校帰りの会で、令和4年度前期

児童会役員の任命式を行いました。5 名の役員を中

心に、48名全員で児童会活動を盛り上げましょう！ 

前期の役員は以下の皆さんです。 

会 長 新開ほのか（6年） 副会長 
前川 航輝（6年） 

書 記 
種村 大空（6年） 

島 愛奈実（5年） 草川 侑凛（5年） 

令和４年４月１８日 No.２ 



 

 

～ 令和4年度学校教育目標 ～ 

〇定時退校日の設定･･･月に4回の定時退校日を設定し、1人3回以上定時退校をします。尚、 

教職員の勤務時間は、8:25～16:55です。(職種等により多少の違いがあります) 

〇会議時間の短縮･･･事前の資料配布、提案時間の設定、効率のよい進行により、各種会議は 

1時間以内、職員会議は90分以内に終わるように努めます。 

〇学校閉校日の設定･･･施設使用や来校者が少ないと見込まれる8月10日～18日・12月27～ 

28日・1月4～5日を学校閉校日とする予定です。 

 

 

 

 

4月13日(水)に開催されました学校運営協議会で、令和４年度昼生小学校経営方針

を承認いただきました。本年度も、学校教育目標を「心豊かなたくましい昼生っ子の

育成～ともに学び、楽しさを実感できる教育の推進～」とし、昨年度に引き続き取組

を継続します。特に「気持ちのよいあいさつの習慣化」に関わっては、更に学校・家

庭・地域の連携を強化します。また、「認め合い、つながり合う仲間づくり」を実現

するための人権教育の充実にも取り組みます。保護者の皆さん、地域の皆さんと共に、

学校教育目標の実現をめざしていきたいと思いますので、よろしくお願い致します。 
※ 「令和 4 年度昼生小学校経営方針」は、昼生小学校ホームページ（http://www.kameyama-

mie.jp/kblog/hiruo/）に掲載しています。他にも子どもたちの様子や「学校だより」｢年間予
定｣｢学校運営協議会だより｣等を適宜更新していきますので、ぜひご覧ください。 

 

保護者・地域の皆様には、日頃から教職員の働き方改革にご理解・ご協力いただきありがとうござ

います。4月13日(水)に、三重県教育委員会と亀山市教育委員会連名の「保護者・地域のみなさまへ

～三重県の総勤務時間縮減取組について～」の文書を配付しました。本校でも、教職員が健康で意欲

的に教育活動に取り組めるよう、引き続き下記の通り総勤務時間縮減に取り組んでいきます。今後も、

これまで同様にご理解・ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

心豊かなたくましい昼生っ子の育成 

〇 スクールカウンセラーについて 

「昼生小だより No.1」の職員紹介にて未定となっていたスクールカウンセラーは、藤井信太郎先

生に決定しました。相談予約につきましては、後日改めてお知らせいたします。 

〇 修学旅行について 

市内小学校では、新型コロナウイルス感染が収

束しない状況から判断して、本年度も修学旅行の

行き先を県内南部地域と決定しましたのでお知

らせします。早い段階での判断となりますこと、

ご理解いただきますようお願いいたします。実施

日は 10月 13日(木)～14日(金)を予定していま

す。なお、今後の新型コロナウイルス感染拡大状

況によっては、やむを得ず予定を変更する場合が

ありますことを予めご了承ください。 

〇 運動会について 

4月 10日(日)の昼生地区まちづくり協議

会執行委員会にて、本年度の運動会は、地域

との共催ではなく学校単独での開催とする

ことが決定しました。実施方法や内容につい

ては現在検討中ですが、昨年同様に「児童の

みの競技や演技とし、PTA種目は行わない」

「午前中の競技とし、午後からは学級活動の

時間をとる(子どもは弁当を持参)」ことを考

えています。詳細は後日お知らせします。 


